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プラグイン概要

このプラグインは指定されたシングルラインおよびマルチラインのフィールドのテ

キストをAzure OpenAI Serviceのgpt-4.1モデルを⽤いて指定された⾔語に翻訳する
ものです。

プラグインの特徴

このプラグインの特徴は以下のとおりです。

ユーザ視点

サーバサイドで翻訳を⾏い、結果を反映するため、ユーザが保存する際の⽣成

AIの応答待ちの時間が発⽣しません。

繁体字中国語、⽇本語の相互翻訳に対応しています。

任意個のフィールドを翻訳可能です。

設定画⾯は繁体字中国語、⽇本語、英語の３⾔語の表⽰に対応しています。

事業者視点

サーバーレス、マルチテナントのサーバサイド処理を採⽤しており、低コストで

サービスの提供が可能です。

顧客のkintone URL毎にライセンスコードを発⾏して、プラグインからのリクエ
スト受信時に認証を⾏うので、違法コピー対策も万全です。

翻訳対象フィールドのデータをプラグインから受信し、翻訳実⾏、ユーザの

kintone上に書き込み後は破棄します。
※OpenAIによると、APIの⼊⼒データはAIトレーニングなどへ再利⽤されないと
いうことです。
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導⼊⼿順

 プラグインの読み込み

a kintoneシステム管理 > プラグイン画⾯を開きます。

b 上部の「読み込む」ボタンからプラグインファイルを選択して読み込んでく
ださい。

c 画⾯の「読み込んだプラグイン」の箇所に「AI翻訳プラグイン」が表⽰され
れば読み込み完了です。

 プラグイン利⽤のための準備

a ライセンスキーの⼊⼿
プラグイン提供元に⾃⾝のkintone環境のベースURL（kintone利⽤時のブラ
ウザのURLバーより「https://xxxx.cybozu.com」の部分をコピー）を提供
し、ライセンスキーの提供を受けます。

b APIトークンの作成 ※プラグイン利⽤対象のアプリ毎

i プラグインを利⽤するアプリの設定画⾯を開きます。

ii 「設定」タブの「APIトークン」画⾯で「レコード閲覧」権限と「レコ
ード編集」権限を付与したAPIトークンを⽣成します。
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c プラグインを利⽤するアプリに、翻訳対象のデータを保持するフィールド
（翻訳元フィールド）と翻訳結果を保存するフィールド（翻訳先フィール

ド）を準備します。

プラグインで扱えるフィールドは単⼀⾏テキストフィールドおよび複数⾏テ

キストフィールドのみです。表⽰位置、表⽰サイズに関する制限はありませ

ん。

 プラグイン設定 ※プラグイン利⽤対象のアプリ毎

a プラグインの追加
プラグインを利⽤するアプリの設定画⾯を開き、「設定」タブの「プラグイ

ン」画⾯の「追加する」を押下し、アプリに追加するプラグインとして「AI
翻訳プラグイン」を選択します。

b プラグイン設定画⾯を開く
a. の結果、プラグイン画⾯にAI翻訳プラグインが表⽰されるので、設定の⻭
⾞ボタンをクリックしてプラグイン設定画⾯を開きます。

c プラグイン設定の⼊⼒‧保存
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i 先に準備したライセンスキーとAPIトークンを⼊⼒します。

ii フィールドマッピングで翻訳元のフィールド名、翻訳先フィールドを選
択します。

※翻訳元、翻訳先のフィールドは異なるものを選択してください。

※翻訳先フィールドはプラグインの設定が完了すると編集不可フィール
ドとなり、翻訳データで更新されます。既存データを保持しているフィ

ールドを選択しないように注意してください。

iii 保存ボタンを押下して設定を保存します。

d アプリ設定画⾯で「アプリを更新」を実⾏

制限事項

翻訳元、翻訳先フィールドとして選択できるのは、単⼀⾏テキストおよび複数

⾏テキストのフィールドのみです。

リッチテキストフィールド、およびサブテーブル内のテキストフィールドには対

応しておりません。

翻訳元フィールドと翻訳先フィールドのタイプが異なる場合の動作は保証して

おりませんのでご注意ください。

プラグイン設定画⾯でフィールドマッピングを設定後、該当フィールドのフィ

ールドコードを変更すると正しく動作しなくなります。再度プラグイン設定画

⾯においてフィールドマッピングの設定を⾏ってください。
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ゲストスペース内のアプリには対応していません。
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